様式第４４号
仮貯蔵等保安計画書
	仮貯蔵等
に係る
安全対策
	

	消火設備等
	

	遵守事項
	１　現場管理責任者と仮貯蔵等中に係る安全対策について事前に打ち合わせ、火災予防に万全を期する。
２　仮貯蔵等は、付近に火気及び可燃性物品等がない火災予防上安全な場所で行う。
３　屋外の仮貯蔵等場所は、柵又はロープ等で区画し、その周囲に幅３ｍ以上の空地を確保する。
４　屋内の仮貯蔵等は、耐火構造又は不燃材料で造られた専用の建築物又は室で行う。
５　仮貯蔵等場所には、みだりに空箱その他の不必要な物件は置かない。
６　仮貯蔵等の作業は、現場管理責任者の立会いのもとに行う。 
７　次の「危険物仮貯蔵所」又は「危険物仮取扱所」である旨を表示した標識並びに仮貯蔵等の期間、危険物の類別、数量、危険物の性質に応じた注意事項及び現場管理責任者の氏名を記載した掲示板を仮貯蔵等場所の見やすい箇所に掲げる。

	
	
	危険物仮貯蔵所
	
	危険物仮取扱所
	
	仮貯蔵等の期間
危険物の類・数量

注意事項

現場管理責任者氏名
	



	
	
	
	
	
	
	
	

	
	　(注)　標識及び掲示板は、地を白色、文字を黒色とする。
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30㎝以上





30㎝以上





30㎝以上








